
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  虫の声にすっかり秋らしさを感じます。夜も過ごしやすくなり、ついつい夜更かしをしてしまうというこ

ともありますが、早寝早起きを心がけて生活リズムを整えていきたいですね。また、冬場のインフルエンザ

に向けて免疫力を高めて、強い体づくりを目指していきましょう！ 
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～感染症情報～ つちだ小児科 

 ９月２９日から、福井しあわせ元気国体がはじまりまし

た。福井県選手団は地元の熱い声援を味方に快進撃を続け

ているみたいです。私も応援にスタジアムまで足をはこん

できました。１０月１３日からは障スポもはじまり目が離

せないです。スポーツの秋、筋力をつけていきたいですね。 

 

1. つちだ先生からの一言 

～秋の風邪に注意～ 
秋は気温差が激しいため、風邪をひきやすく

なります。お子さんの体を触るなどして体温を
確認し、汗をかいているようなら衣服の取り換
えをお願いします。また、手洗い・うがいをこ
まめに行う習慣を身に付け、規則正しい生活で  

ウイルスを寄せ付けないようにしましょう。 

 

 

子どもたちの体調に合わせて、部屋に布団を敷い

て休息の時間を設けています。睡眠時には、リラッ

クスしながら体を休められるように音楽を流して

います。高熱の子には、氷枕を使用したり、咳が出

る子には布団の下に敷きパッドを入れて頭部を高

くしたりして寝やすい工夫を行っています。 

しっかりと体を休めています！ 

すくすくハウスのＨＰにもお知らせの通り、10 月 1 日か

ら坂井市・あわら市にお住いの方で、「ひとり親家庭医療費

助成受給世帯」または「児童扶養手当受給世帯」の方は、利

用料が窓口無料になります。新しい利用票には、 

□３人っ子  

□ひとり親家庭医療費助成受給世帯 

□児童扶養手当受給世帯 

のチェック欄がありますので、該当するところに を入れて

ください。 

（制度の詳細は、坂井市子育て支援課にご確認ください。） 

病児保育利用票が変わります！ 

溶連菌感染症 先月は 14 名。のどの痛み、熱、体や手足の発疹などが出ます。舌はイチ

ゴのようになります。嘔吐などの胃腸炎症状のこともあります。１歳未満の子に感染す

るのはまれで、5～15 歳の子どもが感染しやすいです。 

RS ウイルス感染症 先月は 12 名。8 月が流行のピークだったようです。症状は、咳や鼻

水・鼻閉などかぜ症状で始まりますが、しだいに咳がひどくなりゼイゼイと苦しそうな息

になってきます。途中で中耳炎になることも多いです。6 ヶ月未満の赤ちゃんに感染す

ると、呼吸困難になって重症になりやすいので要注意です。 

ヘルパンギーナ 先月は 8 名。8 月が流行のピークだったようです。夏かぜの代表で、高

熱が２～３日続き、喉が赤くなり痛みが強いです。コクサッキーA 群・B 群ウイルス、エコ

ーウイルス、エンテロウイルスなどが病原ウイルスです。 

手足口病 先月は 3 名。今年は坂井市は流行しなかったようです。 

アデノウイルス感染症（プール熱） 先月は 4 名。夏かぜの一種ですが別にプールに入ら

なくても飛沫感染でうつります。現在流行中のアデノウイルスは結膜炎のみで熱を伴わ

ないことも多いみたいです。 

感染性胃腸炎は今のところ細菌性腸炎が主役です。腸管出血性大腸炎（O157 など）、サ

ルモネラ、キャンピロバクタなどです。原因となる食材は細菌の種類によって違います

が、牛肉、鶏肉、豚肉の扱いには注意をしましょう。生肉を直接触らず、自分の箸でつ

ままない、十分に加熱してから食べる、などバーベ Q や焼肉時には注意を心掛けて下

さい。 

マイコプラズマ感染症 先月は 1 名。流行にはなっていません。 

水痘 先月は 1 名。1 才未満のワクチン未接種の方でした。症状は軽かったです。 

おたふくかぜ 先月は発生なし。 

麻しん・風しん 5 年以上発生なし。福井県は今のところ風しんの流行はないみたいです。 

 


